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脊 椎 動 物 の 分 布 上 よ り見 た る 渡 瀬 線

黒　　田　　長　　禮

東 京 市 赤 坂 旺 竊 吉 町

　我 國に 於 け る脊椎 動 物の 分布上 顯著 な る境界線は 北方 に あ b ては 有名 な る ブ

ラ キ ス ト ン 線 （津輕海峽 ）と八 田線 （宗谷海峽 ）とで あ つ て本州 に入 b て は 東海

岸線 （約 北緯 359乃至 35
°

10’

）で あ る。 然 し是等 の 線 は 何 れ も古 北區 （1
’
a ］Eeiirc −

tic　Region ） 内に 限 られ て 居 るが 、 更 に 重 要 な る 境界 線 は 古 北 區 と東 洋 區

（Oriental　 Region ） との 雨画 の 境 を示 す もの で あ る。 こ の 線 は 脊椎動 物 の 分布

上 か らは 尾久 島と奄 美大島 との 問 な る 七 島灘 の 渡懶 線 で あ る こ とは 最早 疑 ひ な

い 處 となつ た
。 只 無脊椎 動物 昆蟲類 の 分 布上か らは 南 九捌 と種 子 島 との 聞 な る

三 宅線 で あ る と主 張 さ れ て ゐ る が こ れ に 闘 し て は 余 は 專 門外の 爲あ 登 く何 等 の

批到 を與 へ va
。

　扨 て此 渡懶線の 南北 に於 け る分布歌態 を見 る に脊椎 動 物の 屬丈け を取 つ て論

じて．見 る と吹 の 樣 にな る
。 （勿論 コ ス モ ポ ヲ タ ン の 屬は 考 へ に入 れ て居 らSU

。 ）

　　　　　　　　　　 1 鳥　　 類

南酬 よ 軅 久 島迄 分 布 す る もの

［　 礫 大 騁 献 頒 す る もの

キ　 ジ 屬　1”liasia／，n ｛s

カ ケ ス 屬　G し1搾 岬粥

ノ グ チ ゲ ラ屬 βαp亢8θp加0 　 　 （沖 縄 本 島特 産 ）

ル リ カ ケ ス 驕　Lalocitta（奄美 大 島 と徳 之 島特 産 ）

リ ウ キ ウ ガ モ 渡 Dendrocy．qna 　　 （沖繩島以 南）
1）

　以上 は 渡懶 線 に直接 關係 の あ る屬 丈 けで あ る が 1 れ 以上南 には東洋匯系 の 屬

が濃厚 とな b シ ロ ガ シ ラ属 Pycnonotus，カ ン ム リ ワ シ 屬 珈祕伽 輻 及 キ ン バ ト屬

C’1taleophapsの 三 囑が 石 垣 島以南に 分布 す る
。
　 E 記 の 内 キ ジ 屬 Phas・iftn・us 及 び

ヵ ケ ス 屬 （7α州 ’爾 は 共 に再 び 臺灣 島に現（＃れ るが 、 此は 大陸 と關係が あ る も

の で 種 と してば 杢 く相異 する もの で あ る 。

　次 に種又 は 亞 種 として 奄美大 島以南に特産 す る もの に は

　奄美大 島特 産 ： ノレ リ カ ．ヶ ス 五α loof撫 1溜 1岨 徳之 島に も産 す）、
ア マ ミ ヤ マ シ

　　ギ Scolopax？π 脅α
，

黔
オ ー ス ト ン オ ホ ア カ ゲ ラ 」DTyobates　b　l‘coto80 〜E860 癖

，
オ ホ

　 　 ト ラ ツ ク
“

ミ Oreoc・inclα clattrγ［a α 1］1α mi 。

　奄美大 島及 以 南産 ： リウ キ ウ ツ ・ “ メ JliirUt〜伽 齢 1軅 7〜α nxiyei
， タ イ ワ ン カ イ

　　 ツ ブ 丿 POcliceps　；rLgficoltiS　k・unil ：yonis （南大東 島 、 石垣 島及 び 臺灣に達 す）。

　1） 最近 小 林賢三 氏 （「鳥 」第六 卷第三 十 號、3Tt 頁 、193C｝）は リ ウ キ ウ ガ モ が奄美大 島 に 田 現 す る こ

とが あ る と知 人 の 託 と して 報告 し た 、此 は 直 ち に 信ず る こ とは 出來 ぬ が 、若 し然 り と す る も渡瀬線 を 北

上 しない こ と は 同樣 で あ る e

2） 從 來 亞 種 ぶ．鰹
’
置‘ω 〜α 禰 rα と して 知 られ た が 最近 日本 鳥學 會 評 議 員 會 に 於 て 獨 立 種 と 認め る こ

と に 意見一致 を見 た o
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沖繩島及 び 以 轆 ・ ノ グ チ ゲ ラ 勘 ん・吻 P ・ 71・9・鵡 リ ウ キ ウ ガ モ D 。，d，
．
。
．

　agyelα pavαn ？ca （石垣 島及臺灣 に産 す）、
リ ウ キ ゥ ォ ホ コ ノ ノ ・ ヅ ク 0傭 鳳 ．

た  鷹 彫 吻 ウ キ ウ カ ラ ス … 跏 伽 ・噺 噸 〔沖繩諸島及 大鶇 玖
ミ ヤ コ 砂 ピ ン （宮 古 島）・ け キ ウ オ ホ ク ・ ナ 丑・跏 ・ 覦 伽 ・・禰 柳 盆癜

　（石 垣 島 以 南 ）、カ ン ム リ フ シ δ婢 毋 癇 cheela　p6γμ徽 戚 同上 ）、
キ ン バ ト

　侃 砒 op舳 ps 伽 41cα
，

シ ロ ェ J」 ク ロ ガ シ ラ PJt　c’nonot ？ts　sizensis 　or・ii（同上）
‘）

H

軌 伽 屋 久 島迄分布 す る もの r
ア カ ネ ズ ミ屬 謹P 〔riemUS
イ 　 タ　 チ 屬 　LutVeola
シ カ屬 Sika　5）
サ 　　　　ル 屬　P ”乃　eeus　6）

哺 　 乳 　 類

　　奄美 大 島以 南に 分布す る もの

ア ・ ミ ノ ク ・ ウ サ 禰 P ・nt ・i・ gus （麓驫崖）
ケ ナ ガ … 　 屬 Lene・hiir（鱶轗 鞠

　吹 に種叉 は 亞種 と して奄美大 島以南 に特産す る もの は 、

　
ヤ ヘ ヤ マ オ ホ カ ウ モ リ Pteroi）us ・la・ym ・lltts（沖繩 本 島 よ 嶼 那 國島）、

ダ イ タ

ウ オ ホ カ 聾 り 伽 ・殫 醺 ・姻 ・（大 東列 島）、
オ キ ナ ・ ・オ ホ カ ウ モ ツ Ptevapns

loochooensis（沖繩本 島）、 フ タ セ ヂ ネ ズ ミ aroc’idzcrα tvatasei （奄美大 島 、 恐 らく
沖鸛 ）・

ア マ ・ ノ ク 眇 サ ギ 伽 敏 ∬・・ 加 纈 俺 美鳩 及 徳 之 島）、 ケ ナ ガ

ネ ズ ミ Len°彦腕 」・蜘 俺 歎 島穂 端 及 黼 島）、
？げ ネ ズ ・P… tus・，。xioig 。

擡 離 淹 美大島 に て 此種 ？幼獸捕躑 る一 岸 田 氏 に よ る），
　 yg ．te．gn ． シ

シ Sus　leucomys臨 riuki ・
u α

・nus ．

III　爬　蟲　 類

　　　 奄美大島以 南に 分 布 す る も の

メ

ア

ヘ

ヒ

＝1・一ブ レ フ ア リス 屬

ク ラ ヘ ビ 屬 1’

ypltiops 　 （沖縄島以 南｝
ヲ

　
ヘ

　 ビ 屬 Li・peltis　 俺 美大 島 以 翻
ナ

　 ナ 　 囑 aalα man
’
a 　 　（沖縄島以 南）

　
ヤ
　　　ン 屬 　Hemibungartss（奄美大島以 南）

　

ヤ

リ

ト

ゲ

ボ

ベ

　

　

ノ

（

ト

キ

ス

モ

ト カ ゲ 屬
力

ヘ リ グ ロ ヒ メ トカ ゲ 屬
カ

カ

マ

コ

ヤ

（

メ 臈
メ 屬　Cycremys（石 垣 島．盗灣 、 支那）

　　 Eublep乃〔蹄 齢

ブ 屬　　Tbe：mere 肌 1咒偲

リ嬲　RTeηiUac‘ytus
　　 Japalttro
ゲ 屬　五面oJo 炉跚 α

　　 ．乙ygo．raurus

　　 Geoemyda

　　（渡 名喜島 ）

　　　 （同 上）
　（沖 縄 島以 南）

（奄美 大 島 以 南〕

（沖縄島以 南）8）

　　 （沖縄島）

　（沖縄 島以 南 ）

罅雛鐸黥禽躙 驪 踰 驫 。。 。＿ ＿ ．

1澤礬爨蘓野纛 禦 吏畫欝聽驪 鑒鸛鋤
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衣 に種叉 は 亞種 として奄美大 島以南に特産 する もの は 、

メ ク ラ・N 　tf　Typhlops　bramimLs（沖繩島以南）、
カ ラ ス ー ビ 翫 搬 四 σ 6（沖 縄

島以南）、 ツ ウ キ ウ ク ロ ヘ ビ Achali　nus 　werncri （奄美大 島）、
リ ウ キ ウ ア ヲ ダ イ シ

ヤ ウ Elaph・　S・hma ・k・・1・C宮古 島以南 ）、
オ キ ナ ・ ・ ア ヲ ヘ ピ 五吻 纈 ・ ・  cα剛 癩

（沖繩島以南 ）、 サ キ シ マ ア ヲ ー ビ 痂 P・ご‘｛・ 1購 伽 頭 宮古島及石垣 島）・
ア マ ガ

ず モ ド キ 1＞ino（lo？i　rtofo20n αt・um 　2valli （宮古 島以南）、
ア カ マ タ Dixodon 　se7n ・icαri一

漁 槻 俺 美大島及沖繩島）、
リ ウ キ ウ ・ ・ナ ナ シ 伽 卿 両 薄 ・

鹽i （沖繩島及宮

古 島）、
・ ヤ ン π ・・nibunga ・rus　p

’
aponiew ．rs　（奄美大 島）、

オ キ ナ ・ … ア イ 飾 ・・伽 ・g・ 欄

boettgef’i（沖繩 島）、
ヤ ヘ ヤ マ マ ム シ ル 廊 ♂γo‘r飢 施 瓶 ん岬 2　aitiinis（八重 山群 島）、

サ キ シ マ ． ・ブ T，imeresurus　elegan ・ （八重山群 島）、
・ ・ プ 7S’iηneresunrs 　fav・v ’i・’i・lds

（奄美大島及び 沖繩 島）、
ヒ メ ハ ブ Tri7nerestcrtrs　07gina ・vensis （同上 ）、

ヤ モ リー一種

E掘 卿 癇 蜘 鰄 ・（渡名喜 島）
’）

i　
・t・・ウグ ・ ヤ モ リ fl・mi （1・・ゆ ・抽 鯲 榊 縄

島以南 ）、
タ シ ・ ヤ モ リ H ・mi ・1・CtyZdus　1．・w ・t・g

・ii　（石垣 島及 臺灣 ）・
ヤ モ ヲー 種

Per。殫 襯 i〜備 （琉 球諸 島 、 臺灣 ）、
キ ノ ボ リ け ゲ 」・p・1・・a・P・lyg・nala   絹

島以南）、
オ キ ナ ハ ト カ ゲ Eu 拠 餾 ε 卯剛 g漁 幡 （同上）キ シ ノ ウ ヘ ト カ ゲ Euma

繝 旛 1ぬ σ・嫗 （宮古 s 石垣 、 入 表各 島）、
ス ベ ト カ グ L ・i・ゆ 醜 ・ 伽贓 ・ （沖繩

島以南 ）、

ヘ リ グ ロ ヒ メ ト カ ゲ LygOSCt／urUS 　1，ellopleurus （沖繩 島）、 サ キ シ マ カ ナ ヘ

ビ Takydron2・us　dorsalts（石垣 島）、
ア ヲ カ ナ ヘ ビ Takydro　7n　ms　smast ’

agdinus （沖繩

本 島 、 宮古 島）。

rv 　 兩 　 棲 　 類

・酬 ・ リ蹤 迄 艪 ・ ・引
ハ

コ ネサ ン セ ウ ウ ヲ 屬

　 Oiiyeltoclaetylus
ア マ ガ ヘル 屬 Hlra

奄美大島以 南に 分布す る もの

ト ゲ イ　モ 　リ屬　TylototrUon　（徳之 島及 沖繩本島 ）

ヒ メ ア マ ガ ヘ ル 屬 　」石C？’ohyla 　 （奄美i大島 以 南）

　衣 に種 として奄美大 島以南に分布特産 す る もの
、

　 ト ゲ 1 毛 り TylototritOn　 andersoni （徳之 島及 沖繩 本 島）、
シ リ ケ ン 1 モ リ

D ・i・mictyl ・ms　en ・‘・・漁 （奄美大島及 沖繩 島x ・ メ ア マ ガ ー ・v 」liCr・ん幽 f柳 ・・

俺 美大 島、 沖繩島、 臺海）、 ナ ミ エ ガ ー ．｛
v 　Rana 　namirlei 　（E 美大 島及沖繩 島）・

ホ ノレ ス ト カ へ ftt　Rama　hotsti（沖繩 本島）、
オ キ ナ バ カ ジ 盈α ηα 碗 η  （沖縄本 島）、

イ シ カ ノ
・カ ヘ ノVRan α　ishikauue（同上 ）、

丑α脇 ，亀画 脇 （同上 ）、
ア ヲ ガ へPt　RhCZ・

・励 欄 嘛 癬 ・ 俺 美大 島、 沖繩及 臺海）、
オ ー ス ト ソ ア ヲ ガー iV　Rhacoph・n ・・

　9＞　L」［ILKI： Anew 　banded　Gecko ，
　E 琶b琵蜘 百80 鰯 招 8p 』 ov ．雪rQm 　Riu・kiu　lsland8．　Ann 劬 ．

Zeel，Japon ，
vo 】．13

，
　no ．1

， pp，9− 11，　pL　1．（193｛｝）．
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o 醐 伽 駁 宮古 島及石 垣 島、
？臺灣）、

ニ ホ ン カ ジ カ ガ う ル PolypeclateS　j
’
al，onicus （奄

美大 島、 沖繩島及臺灣）。

　 以上 は奄美大 島以南薹淘に達 す る迄の 問 に分布特 産す る脊椎動物
1°）一般 に亙

う屬 と して の 重要 なる 分 布上 の 屬並 び に種又 は 亞種 と して 奄美 大 島以南 に分布

す る もの を列 舉 しだ の で あ る
。 以上 に よ b て も知 らる る 通 b 渡懶 線以南 に は 如

何 に 多 くの 種 類が 特 産 し多 くは 束 洋區 系の 動物を以 て占有 して ゐ る か が 明 と な

つ てゐ る 。 鳥 類 の 二 屬 、 哺孔 類 の 三 屬 、 爬 蟲類 の 十 二 屬及 び爾棲類の 二 屬は何

つ れ も L の 渡瀬 線か ら北 方 に は分布せ 膿 もの で あ る
。

　 動物分 布 の 外地 質學上 か ら見 て 竜古藤 、 徳永兩博 士 の 研 究 に
ー
よる と琉 球弧 島

は 三 條の 同 心 圓の カ ー ブ を形 成 し其 中束の 列 を外側 と考 へ る と内側 の 方の 地 質

は極 新 らし くネ オ ・ ヴ オ ノン ヵ 二
。 ク の オ リ ジ ン か ら出來 て ゐ て その 狹 い 範 圍 に碁

布 し て ゐ る島 々 は 竹 の 島 、 琉 黄ケ 島、口永 良部島 、 川 邊 七 島、粟 國 島、 久米 島 （こ

れ は 少 し疑 は しV ・
）尖閣 列島で 是等 の 島々 には 特有の 陸産鳥獸 類 （恐 らく爬蟲 、

兩棲類 も）少 な く分 布 上 からは 債値が 少 い
。 中央 の カ ー ブ にあ る 島々 は 尾久 島、

奄美大 島、 徳之 島、 沖 永 良部 島、與論 島 （以上 三 島は 少 し疑 は しい ）で あ つ て何

つ れ も古生 代 の 竜の で 沖繩本島の 北 の
一部 も亦此 地 質に屬 す る が 下 方 は新 しV

もの に屬 す る
。 次 に 外側帶 の 地質は 其 次 に 古 く第三 紀或 は第四 紀の 地質か ら成

つ て ゐ る。 北 か ら書 く と馬毛 島 、 種 子 島、 喜界 ケ 島（此 は 少 し疑 は しい ）、 沖縄本

島の 南部 宮古 島 、西 表 島附屬の 島嶼 （西表 島の 大部分 は 古 生代 ）、 及 び 與那 國島

で あ る。 斯 く地 質上 三逋 う｝ζ異 つ て ゐ る島々 に ゐ る 鳥獸類其 の 他が 皆多 くは夫

々 の 特徴 を有 し特 に 中央 の グ 7V 一 プ の 島 e が地 質が 最 も古 い 爲め に非常 に面 自

くサ ノン
、

1 タ チ
、

シ カ
、 キ ジ

、 カ ケ ス 等 の 各 廳が屋 久 島迄分布 し、 L れ 以南は 全

くな くア マ ミ ノ ク ロ ウ サ ギ
、

ケ ナ ガ ネ ズ ミ
、

ノレ リ カ ケ ス 、ノ グ チ ゲ ラ （沖繩本島

北部地方 に 限 らる る が 如 し）等 の 各屬 が現 は れ何 れ も束洋庭 系 の 色彩 が 濃厚 で

あ る
。 他の 爬蟲 、 兩棲類 にあ つ て も同樣 の 結 果 を示 して 居 る

。

　帥 ちこれ を結 論す る に 渡瀬 線 は 脊椎動 物 の 分布上古 北 區 と東洋區 との 境界 を

明 か に示 す もで あ る と言 は ぎ る を得 ない 。

　今 回恩師渡瀬 先生 の 記念號が 出版 せ らる る に當 b一 九一二 年 に先生 が寶洋 島

の 七 島灘 を 以 て 古北區 を東 洋區の 動物分 布境界 を示 され た るを永 遠 ｝ζ記念せ ん

が 爲め予 の 調査 し得 た る以上 の 記事 を掲 げ以 て先生 の 英靈 に捧 げん とす る もの

で あ る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

10｝ 海 蛇類 及 魚 類 を 除 くo
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